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研究成果の概要：　本研究は日本の新聞・雑誌、日本の知識人の日記・中国紀行などを手がかりに、戦後におけ
る謝冰心の日本滞在中の状況、日本の知識人との交流の実態を整理し、謝冰心が日中国交回復に対して貢献した
こと、彼女の「社会性」をより明確に証明することができた。
　戦後、謝冰心が日本に滞在した5年間（1946-1951）の生活状況や、日本滞在中に行われた社会活動を整理し、
謝冰心と日本の知識人との交流に見られる日中交流史における意義を明らかにした。
　また、謝冰心と瀬戸内晴美（寂聴）との出会いとその後の交流を明らかにすることができた。

研究分野： 近現代中国文学

キーワード： 謝冰心　呉文藻　巴金　日中交流史　日本・中国　瀬戸内晴美（寂聴）
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　中国現代文学史において、代表的な女性作家の一人である謝冰心は往々にして誤解され、作品が低く評価され
る傾向がある。この現象は中国に限らず日本でも同様で、戦前の日本人研究者は中国の研究者の謝冰心に対する
評価に影響されていた。本研究は謝冰心の3回目の来日（1946-1951）に関する新史料から、謝冰心の戦後日本、
日中文学、日本・日本人に対する気持ちを解明し、戦後、日中の相互理解に奮闘する謝冰心の行動を考察し、謝
冰心研究の意義を再検討し、彼女の「社会性」を明らかにした。
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※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究の目的 
（１）謝冰心（1900-1999）の 1946-1951 年の生活状況や、日本の知識人との交流の実態を整理
することを通して、戦後、日本と中国の知識人の交流が日中国交回復に与えた影響を明らかに
する。 
 
（２）中国現代文学史において、謝冰心は往々にして誤解され、作品が低く評価される傾向が
ある。この現象は中国に限らず日本でも同様で、戦前の日本人研究者は中国の研究者の謝冰心
に対する評価に影響されていた。近年は謝冰心研究が徐々に増えてきたとは言え、謝冰心の思
想に対する解釈には不十分な点が見受けられる。本研究では、謝冰心の「社会性」をより明確
にすることによって、謝冰心研究の意義を再考する。 
 
 
 
２．研究成果 
（１）日本の新聞・雑誌、日本の知識人の日記・中国紀行などを手がかりに、戦後における謝冰
心の日本滞在中の状況、日本の知識人との交流の実態を整理し、謝冰心が日中国交回復に対して
貢献したこと、彼女の「社会性」をより明確に証明することができた。 
 
（２）戦後、謝冰心が日本に滞在した 5年間（1946-1951）の生活状況や、日本滞在中に行われ
た社会活動を整理し、謝冰心と日本の知識人との交流に見られる日中交流史における意義を明ら
かにした。 
 
（３）謝冰心は主に文学者としてその作品が分析の対象とされてきたが、彼女は戦後の日本滞
在中に文学作品の創作のみならず、日本の知識人と多くの交流をしていた。謝冰心のこれらの
行動は作品と同様に日本の知識人の政治や社会に対する考え方にも影響を与えたと考えられる。
本研究では、謝冰心と瀬戸内晴美（寂聴）との出会いとその後の交流を明らかにすることがで
きた。 
 

（４）作家の年譜は作家研究において、極めて重要な資料である。謝冰心の作品が依然として
歪曲して解釈され、研究価値が低いと考えるステレオタイプの枠組を打開できない状況に陥っ
ている一つの要因として、『冰心年譜』（卓如著、海峡文芸出版社、1999 年、全 510 頁）の不備
が大きく影響していると考えられる。本研究は、これまでの謝冰心研究では扱われることの少
なかった文献を通して、『冰心年譜』に記載される戦後に謝冰心が日本に滞在した際（1946 年
11 月 13 日-1951 年 8月 23 日）の行動記録の修正と補遺を試みた。それによって、戦後初めて
日本に来た中国の女性知識人・女性作家として、謝冰心の戦後日本、日中文学、日本・日本人
に対する気持ちを解明し、日本と中国の相互理解に果たした役割を解明することができた。 
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